
1. 第12回定期総会開催について　
開催月は5月とし、記念講演の講師として4名の母校出身教授
にお願いし、講師の日程調整により総会開催日程を決めたいという意見が執行部から提案され、理事に承認された。
2.会長選挙の立候補者、理事選挙の理事候補者の公表と選挙実施の確認
人見事務局長から、会長選挙立候補が髙橋則尋現会長一人であることと、理事候補が決定したことが報告された。今後は郵送以外の方法で選挙を行うことを検討してはどうかという理事の意見(委任状の意見欄から)が議長から紹介された。
3.学会助成制度について
髙橋会長から、昨年夏に会員から、研究会を主催するにあたって同窓会に賛助を求められたが当時そういう制度もなく予算にも計上されていなかったため、今回、制度の案を作るに至ったという経緯が説明され、素案については大森学術局長から説明があった。理事から「讃樹會会員」が「主催」する時に限っての助成となることを確認する質問があった。H24年4月1日から施行するが、ただし、25年3月末日までの1年間を試行期間とし、応募状況と予算の関係をみて見直すこともあるとする。予算額については総会で決定するが、運用は4月から開始することが理事会で承認された。
4.会員からの提案窓口について
会員数が増加し同窓会の規模が大きくなるに伴い、会員から同窓会への意見や提案が増えつつある傾向を受け、提案窓口と理事会審議までの流れを決めることが執行部から提案された。まず提案者の卒年の理事が案件の担当となり、事務局を通して会長のもとに話を進める。会長は執行部の担当局に割り振り、最終的に理事会で審議することとする。参加理事全員の承認があり、会員からの提案に対して、今後、そのように対応することを会報に掲載して周知することとなった。
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